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　　　　　　　　　ウエスコボソプの理論国国■塵
　　　　　　　　　　　　（第2報）

　「　　　　　　　　　　　　宮　　津「　純

　摩擦による作用とよらない作用とを同時に考察する，

試みとして・固機暦と摩擦層とが並存するとみて，そ

の厚さの割合にょり特性がどのように攣るかをしらk

た．固定面の近くに摩擦暦，回轄面の近くに固艦層が

でき，固髄暦の洗髄は一髄として蓮ばれるとみるので

ある．

　このことは歯車ポンプの陶先間隙と歯の高さとの割

合を愛えて特性の愛化をしらべたことにも該當する．

　第1圖は結果の一部で，吐出量（のと求ンプ効率（V）

との關係が示されている．Q±q／btu，　b＝流路の幅（軸

方向）・拙ポンプ間隙，U＝回韓速度，nは暦の厚さを規

定する記號で，∫加が摩擦暦，残りが固髄層となる．實

　　　　　　　　　　　　　　　　k　　　　　　　　　　　　　　　　線は摩擦暦を・暦流

　　　　　　　　　　　　　　　　とみる揚合，破線・

　　　　　　　　　　　　　　　　は鼠流とみる揚合

　　　　　　　　　　　　　　　　を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　”に1～2の値を

　　　　　　　　　　　　　　　　あたえた傾向は揚

　　　　　　　　　　　　　　　程，動力等に關し

　　　　　　　　　　　　　　　てもウxスコポン

　　　　　　　　　　　　　　　プの特性に似てく

　　　　　　　　　　　　　　　　るが，歎値的には

　　　　　第1圖　　　　　　　とくに暦流め揚合

に問題がある・歯車ecンプの歯先間隙に關しては，軍

に傾向だけ示されているとみなければならない．歯車

ポンプにはごつの歯先間隙があるのに，ここでは問題

の性質上一つとしているからである．．（1950・7・12）

　’　　　　　　　　　　高木　昇・丹M　登
’試作した超書波探傷器（1）を用いて試料の材質，傷の

種類，表面の佳上げ歌況等と最適使用波長，所要感i度
等との關係を翻ぺてきた（2）が，最近製鋼工揚で現場試

験を行う機會をえたのでその成果を簡軍に報告する．

　直裡0βm憩位の針歌のす群に封しては，2Mcの超
瞥波（波畏絢4mm）を用いたと塗は反射波は小さく

5Mc以上なら十分槍串できた．また大選な一個のす
に封しては2Mcで竜容易に検出しえた，　　　　　、

　スラグ，パイプ等は大きさにもよるが2Mc位で容
易に検出できた．

　白勲群亀4Mcで検出できたが軍凋の小さな白鮎を
どの程度まで槍串しうるかは問ee　nEある．金麗硫化物

のつまつた小孔が同心圓歌に集まつたリングゴーズト

は，4Mcでは全く反射波がえられず，8Mcで検出で

国團暫謂二聡蔽
　　　　　　　　　　　　　永井芳男・岩野正芳

F香族フヰノール類にフォスゲンを作用させてカル
ボナ陶トを生成させる反慮はよく知られており，ニト
ロカルボナ，ト類については若干の丈献（1）があるカ｛，

いずれもメチノら識トロないしヒドロキシル基の相封
的位置力｛異り，表題の化合物は未知に屡した．そこで

ひニトロ　かクレソTル，59を：苛性ソーダをふくむ・
7．5％溶液にとかし（1），氣密麗神下，三つロフラスコ

　　　　　傷からの送信波、

　　　　　“s反射汲
他端面からの
反射波

　　　　　　　　　　44Cη
・qt－・一・・一・A－・一一・一

・きた．、　　200KVV舶甫ターピソi結車の検査　　　、

　圖は200kWタービンの軸車を直径方向に検査した
例で，瞼査黙を移動しても大部分の個所では傷は現れ

ないが’eまれにこのような反射の現れるこ、とがある．

この種の反射波を實用上どの程度迄許容できるかは今

後の問題である．（1950・7・15）

　　　　　　　　　　丈　　　献
　（D　高木，丹羽，本誌1俗3號77頁．1949年12月。
　（2）　高木，丹M，鴨井　電氣三學會蓮合講演會豫稿1950年4．月

　　　　　　　　　　　本誌2藩，3鞭，86頁1950撃3月　（3）　一般には：高木，丹捌
　　　高木，丹羽，電氣學會誌69短，731號290頁1949年9月　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
中に温度20℃にて封じてフェノー・セフタレイン中性
となる迄フォスゲン，・ガス（11）を通入すると反鷹液よ

り淡黄色の物質を沈澱し絡る■，えた沈澱はこれを2％
の苛性ソt・・vダ液にてよく洗v・，次で水洗，110℃にて

乾燥した．以上は最適條件である，、濫廉が低ければ反
鷹未完結にて中間生成物多く，また温度が高す蒼れば
分離iによりやはり牧率は低い．牧量4・49，融黒占168～
19°C，牧率81％（理論量に封し）ベンゾールより再結
贔すれ淡黄色盤欺結晶，融貼169°C．新化合物である・

　窒素分析　試料4．862　mgよy窒素ガス0・401cc
　　　　　　（31．5℃，，・・751．5mmHg）をえた．

　　　　　　實験測N％　8．96
　　．　　C15耳mO7N2（皿）に封する理論N％8・70

ル髭態響籍姦警懸ζ誘難ほ萎齢
るが，苛性ソーダと，80～100℃に長時間加熱すると分
解して原料1と燦る．酸，アルカリ爾性において特に．
還元安に封し不安定で，容易に1に溝ると同時にまた
昌トU・基はアミノ基に愛化する傾向が強》’・

　なお反慮機構としてはスヂン（1D　1分子にO－＝ト
ローかクソソt・一一ル（1）’2分子が1分子宛順次縮合する

ことを知った．（1950・7・17）　　　　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　丈　　　厭
　1）　D、R．P．205633；Hoefiake，　Rec．　trav・ごhim・，1916，36，270；
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